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【誤訳訂正書】
【提出日】平成23年4月25日(2011.4.25)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６９】
　典型的には、漂白済パルプ又は紙材製品に対しては、絶乾パルプに基づいて約０．００
５～約２重量％、好適には約０．０５～約０．２５重量％の還元剤が添加される。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７０】
　典型的な用途においては、漂白済パルプ又は紙材製品に対し、絶乾パルプに基づいて、
約０．００１～約１重量％、好適には約０．０１～約０．１重量％のホスホン酸塩、リン
酸塩又はカルボン酸キレート化剤、及び／又は約０．００２～約０．０２重量％のジチオ
カルバミン酸塩キレート化剤が添加される。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７１】
　蛍光増白剤は典型的には、絶乾パルプに基づき、約０．００５～約２重量％、好ましく
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は０．０５～約１重量％の量の蛍光増白剤で添加される。
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